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見直し額

福井駅周辺土地区画整理支援事業 継続 政策的経費 ○ H5 25 4,600 4,600 ○

屋外広告物景観改善支援事業 継続 政策的経費 「わがまち景観」の保全・継承 県都デザイン戦略、福井県観光戦略 ○ H28 2 93,467 93,467 ○

ふるさと福井景観広告賞 継続 政策的経費 「わがまち景観」の保全・継承 ○ H22 8 256 256 ○

三里浜活用推進事業 継続 政策的経費 ○ H26 4 153 153 ○

2 2 98,476 98,476 4

 財源内訳

平成２８年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 都市計画課 （単位：千円）

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

平成
２９年度
予算額

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数



課長名

□ 政推枠 〔 〕 □ □ H5 年度

〔 〕 ■ ■ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 25 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

305,608 251,666 60,186 46,227

379,801 254,118 182,793 46,227

377,349 95,708 182,793

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

予算額

一般財源 事業主体 福井市

事業実施方法 補助

補助率 事業内容に記載のとおり

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他

Ｈ３０完了予定事業

実績

Ｈ３０完了予定事業

実績

活動指標
(目標)

成果指標
(目標)

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 4,600 1,000

 Ｈ２７で西口駅前広場整備完了２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

事 業
区 分

［予算額の推移等］ （単位：千円）

事業終了
予定年度

政　　策

その他

都市計画課シーリング

そ の 他

政策的経費 課名

県　単 補 助 金

部局名 土木部

事業
開始
年度

4,600 4,600

外

関連する県の計画等

　福井駅前広場整備等に対して支援を実施する

H30

ビジョン

小川俊昭

国　庫

［事業目的］

　○福井市が行う福井駅周辺土地区画整理事業に対し、県道等整備相当額の一部を支援

　　①補助内容　　ア　西口駅前広場拡張部
　　　　　　　　　イ　上記以外
　　②補助率　　　ア　県２．２５／１０（国５.５／１０　福井市２．２５／１０）
　　　　　　　　　イ　県　　　１／６　（国５.５／１０　福井市　　１７／６０）

福井駅周辺土地区画整理支援事業

区分 継続 経費区分

実行予算

- 1 -



課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

0

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

 福井市が行う東口駅前広場等の整備に対し支援を実施した  引き続き東口駅前広場等の整備に伴う支援を行う

□ 拡充 □ 縮減

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況 ―

事業名

（役割分担）

他県の状況

　石川県、富山県
　　・市町村が実施する区画整理に対しての支援を実施
　　・県道整備相当額に対しての補助
　　・補助率　2.25/10（国5.5/10、市町村2.25/10）

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

［事業の必要性・要求の背景］

　県都の玄関口である福井駅周辺部の整備を進めることにより、交通結節機能の強化やにぎわい創出を図る

［受益者］ ［想定される受益者数］

県民 ７８万人

事　業　評　価

事      業      名 福井駅周辺土地区画整理支援事業 部局名 土木部 課名 都市計画課 小川俊昭
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課長名

■ 政推枠 〔 〕 □ □ H28 年度

〔 〕 ■ ■ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 2 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

32,874

28,566

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

(145)

(15)

予算額

一般財源 事業主体 市町

事業実施方法 補助

補助率 県１／２（市町１／６）

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他

　関係団体への説明会開催数

実績

　既存不適格広告物の撤去・改修件数

実績

活動指標 条例改正周知等説明会
(目標)

成果指標 撤去・改修件数
(目標) (423) (277)

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 93,467 50,902

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

（単位：千円）

　○既存不適格となる屋外広告物の撤去・改修支援
　　①事業期間　　平成２８年度～平成３０年度
　　②事業内容　　既存不適格となる屋外広告物の撤去・改修支援
　　③補助内容　　ア　野立看板の撤去
　　　　　　　　　イ　屋上広告板の撤去
　　　　　　　　　ウ　広告板の改修
　　　　　　　　　エ　屋上広告板の改修
　　④補助事業費上限額（県補助上限額）
　　　　　　　　　ア　　　２００千円（１００千円）
　　　　　　　　　イ　　　６００千円（３００千円）
　　　　　　　　　ウ　１，０００千円（５００千円）
　　　　　　　　　エ　１，５００千円（７５０千円）

○条例改正の周知、広報費
　①説明会の開催、パンフレット作成

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

事業終了
予定年度

政　　策 「わがまち景観」の保全・継承
事業
開始
年度

　屋外広告物条例の改正に伴い新たな基準に適合しなくなった広告物の撤去・改修費用に対する支援を実施することにより、良好な景観を早期に創出する

H30

ビジョン 景観を県民資産に
事 業
区 分

実行予算

関連する県の計画等 県都デザイン戦略、福井県観光戦略 その他 そ の 他

政策的経費 課名

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単 補 助 金

93,467 93,467

部局名 土木部

国　庫

［事業目的］

［予算額の推移等］

屋外広告物景観改善支援事業

区分 継続 経費区分 都市計画課シーリング 外 小川俊昭
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課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

　市町と連携し、目標を上回る関係団体への説明会開催や施主への
個別説明を行うことにより、徐々に県民の機運の醸成が図られてい
る

　費用をできる限りかけず、説明会等を開催することによ
り、撤去・改修件数の目標達成に努める

□ 拡充 □ 縮減

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況
　補助の一部を市町も負担するほか補助事務を行うなど、県と協働し
て事業を実施する

事業名

（役割分担）

他県の状況
　既存不適格広告物に対しての支援措置あり
　　・石川県(Ｈ22～27　補助率1/2＝県1/2)
　　・富山県(Ｈ22～27　補助率1/3＝市町1/6・県1/6)

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

［事業の必要性・要求の背景］

　福井には美しい自然や歴史・伝統に培われたまち並み、農村風景など、優れた景観が数多くあり、今後、福井国体の開催や北陸新幹線の県内開業等を契機に多くの
来県者が見込まれることから、豊かな自然・歴史を活かした観光地の魅力ある景観を創出するとともに、「ふるさと福井」の田園、里地里山などの原風景を保全する
ため、屋外広告物条例の設置基準を改正し、良好な景観の形成を図る
　この改正により良好な景観づくりが早期に進むよう、期間を限定（３年間）し、新たな基準に適合しなくなった広告物の撤去・改修費に対する支援を行い、広告物
の改善を着実に進めていく必要がある

［受益者］ ［想定される受益者数］

県民、来県者等 ７８万人

事　業　評　価

事      業      名 屋外広告物景観改善支援事業 部局名 土木部 課名 都市計画課 小川俊昭
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課長名

□ 政推枠 〔 〕 □ ■ H22 年度

〔 〕 ■ □ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 8 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

309 292 263 256

309 292 263 256

180 241 203

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

(7) (7) (7) (7)

7 8 8 9

(7.2) (8.6) (10.0) (10.0)

8.0 8.9 8.8 9.0

予算額

一般財源 事業主体 福井県

事業実施方法 直営

補助率 ―

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他

　（景観に配慮された屋外広告物）／
　（屋外広告物の新規許可（自家用広告物））

実績

実績

活動指標
新規許可における景観配
慮の割合（％）

(目標) (11.7) (13.4)

成果指標 表彰作品数
(目標) (7) (7)

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 256 256

　パンフレット作成費（実績による減）２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

景観を県民資産に
事 業
区 分

［予算額の推移等］ （単位：千円）

事業終了
予定年度

政　　策 「わがまち景観」の保全・継承

その他

都市計画課シーリング

そ の 他

政策的経費 課名

県　単 補 助 金

部局名 土木部

事業
開始
年度

256 256

内

関連する県の計画等

　街並みや自然景観などと調和した屋外広告物を表彰することにより、広告主や屋外広告物業者および県民の景観に配慮する意識を醸成し、良好な景観形成を図る

H30

ビジョン

小川俊昭

国　庫

［事業目的］

　○良好な景観の創出に貢献している屋外広告物等を募集し、優れた作品を表彰する

　　①応募対象　　　ア　優良デザイン部門　４点
　　　　　　　　　　イ　景観改善部門　　　３点
　　②スケジュール　６月～８月　　作品の募集
　　　　　　　　　　９月～１０月　審査
　　　　　　　　　　１１月　　　　表彰式
　　　　　　　　　　１２月以降　　受賞作品の広報

ふるさと福井景観広告賞

区分 継続 経費区分

実行予算

- 5 -



課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

0

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

　平成２８年度は、応募８１件の中から、優良デザイン部門で６
点、景観改善部門で３点を表彰し、パネル展やホームページなどで
広報した

　今後も表彰を通じて、景観に配慮する意識を高めていく

□ 拡充 □ 縮減

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況
　市町は、許可申請の際に、景観に配慮するよう指導するなど、県と
協働して事業を実施する

事業名

（役割分担）

他県の状況

　石川県
　　・これまでに29回実施（今後も実施予定）
　富山県
　　・これまでに9回実施（今後も実施予定）

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

［事業の必要性・要求の背景］

　県民および広告業者等の景観意識を高めるためには、継続的な啓発が必要である。また、屋外広告物条例の規制強化に伴い着実な屋外広告物の撤去、改修を図るた
めにも、引き続き意識醸成が必要である

［受益者］ ［想定される受益者数］

県民 ７８万人

事　業　評　価

事      業      名 ふるさと福井景観広告賞 部局名 土木部 課名 都市計画課 小川俊昭
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課長名

□ 政推枠 〔 〕 □ ■ H26 年度

〔 〕 ■ □ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 4 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

266 220 153

266 220 153

182 171

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

(3) (3) (3)

3 3 3

(400) (400) (400)

333 344 362

予算額

一般財源 事業主体 福井県

事業実施方法 直営

補助率 ―

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他

　自然学習会100人、ウォーキング100人、連携イベント200人

実績

　年３回　イベントを開催

実績

活動指標 イベント参加人数
(目標) (400) (400)

成果指標 イベント開催数
(目標) (3) (3)

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 153 153

　イベント開催経費の見直し２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

（単位：千円）

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

国　庫

政　　策

　三里浜砂丘の森の利用促進のため、自然学習会やウォーキングなどのイベントを開催する

H30

ビジョン
事 業
区 分

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単

事業
開始
年度

実行予算

そ の 他

補 助 金
事業終了
予定年度

三里浜活用推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 小川俊昭部局名 土木部

153

その他

［事業目的］

関連する県の計画等

　○三里浜砂丘の森におけるイベントの開催

　　①事業期間　平成２６年度～平成３０年度
　　②内容　　　自然学習会、ウォーキング、道の駅と連携したイベント

［予算額の推移等］

課名 都市計画課シーリング 内

153
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課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

0

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

　自然学習会やウォーキングを通じて、三里浜砂丘の森の利活用な
どをＰＲすることができた

　今後もイベントを実施することにより、三里浜砂丘の森
の利活用を推進していく

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況 ―

事業名

（役割分担）

県民 ７８万人

他県の状況

　三里浜緩衝緑地は１３４ｈａと広大であり、全国的にも同規模な公園
はない。
　※緩衝緑地　全国２５１公園
　　　うち１００ｈａ以上の公園　１公園（福井県）

前事業の有無・実績

事業名

事　業　評　価

事      業      名 三里浜活用推進事業 部局名 土木部 課名 都市計画課 小川俊昭

［事業の必要性・要求の背景］

　三里浜砂丘の森（三里浜緩衝緑地）は、企業や地域住民の利用が乏しいことから、三里浜砂丘の森に触れ合う機会を創出し、利用者の増を図る必要がある

［受益者］ ［想定される受益者数］
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